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本稿では、絵本の効果、特に絵本が子どもにどのような影響を与えるのかについて心理学的

観点から言及されている。絵本には、テレビと違い、自分のペースでストーリーを自由に見

れるという特徴がある。テレビの場合は受動的に見ることになるが、絵本の場合は自分のペ

ースで行ったり戻ったりして能動的に見る。その結果、絵本の方が理解しやすく、自分でイ

メージを膨らませることができると述べられている。そして、絵本のストーリーや言語の理

解を促すには、聴覚＋挿絵提示で本を読むことが最も効果があるとしています。また、子ど

もにとってどのような本が好ましいのかについては、子どもにとって身近な題材を扱った

もの、絵が大きくはっきり美しい色で描かれたもの、一冊の本を繰り返し見させるようなも

の、という三点の特徴がある本がより子どもたちにとって効果的だとしている。 


